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研究成果の概要： 
病・障害･ストレスと生きる人々において、様々な苦痛や困難がもたらされている現実とともに、よりよ

く生きようと苦痛・困難に日々対処し、生活・人生の再構築に努める懸命な営みがあることに着眼し、

様々な病気・障害・ストレスと生きることを余儀なくされた人々を対象に実証研究と理論研究を行い、そ

の成果は、英文原著 17 件を含む研究論文 26件、国内外での学会発表 60 件、書籍 2 件に纏めて発

表してきた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 15,100,000 4,530,000 19,630,000 

2007年度 9,100,000 2,730,000 11,830,000 

2008年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000 

年度    

  年度    

総 計 28,100,000 8,430,000 36,530,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会学 
キーワード： ライフ(生存･生活･人生)、健康･病気･障害、スティグマ・まなざし、積極的対処 
       人生再構築、ストレス関連成長、ストレス対処能力 SOC 
 
１．研究開始当初の背景 
 病気や障害や、それらに由来する様々な困
難・苦痛・ストレスを抱えながら、よりよく
生きようと懸命に努力している人々は今日
遍く存在する。にもかかわらず、これまで、
医学はもちろん、医療社会学も苦痛や困難、
それが人間存在の全次元に及ぶ過程（例えば、
貧困と病気の悪循環）に着眼し、そうした苦
痛や困難緩和・軽減・除去を志向する傾向が
強く、苦痛や困難に積極的に対処し病気や障
害のある人生を再構築していく過程の研究
と、その過程を支援する観点からの取り組み

は極めて立ち遅れてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、病気や障害、ストレスフルな状況
に由来する様々な苦痛や困難に対処し、健康
およびＱＯＬの維持・回復とライフの再構築を図
っていく過程、ならびに、その成否を左右する対
処能力や対処資源、支援環境について実証的
包括的に把握解明することを目的とした。より具
体的には、薬害ＨＩＶ感染患者と被害者遺族、関
節リウマチ患者、口蓋口唇裂患者、ＡＬＳ（筋側
索硬化症）患者など、病状のほかスティグマなど
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も強烈で、苦痛と困難が人間存在の全次元（生
存・生活・人生）に及ぶような病気を抱えた人々
の＜生きる営み＞を中心に、その実証的理論的
解明を図ろうとするものであった。また、理論的
には、積極的対処(positive coping)や人生再構
築(life reinstitution) の理論化とともに、ストレス
対処･健康保持能力ＳＯＣ(sense of coherence)、
ストレス関連成長(stress-related growth)、ベネフ
ィットファインディング(benefit-finding)、ホープ概
念などの深化をめざした。 
 
３．研究の方法 
 研究対象は、むしろ、様々な病気・障害を
抱えた人々や様々なストレスに曝された
人々にすることにより、病気・障害・ストレ
ッサーの種類を超えた人々の積極的対処と
人生再構築、その要因に関する理論化、一般
化に役立てた。 
 調査の計画・準備から始めデータの収集・
分析を経て研究発表に至っている研究が最
も多く、多くの調査研究で質的研究と量的研
究を併用した。一部の研究では 2次分析結果
を纏めた。 
 
４．研究成果 
初年度には、すでに得られている調査デー
タの分析または 2次分析を行うとともに、新
たに幾つかの調査を実施した。 
調査データの分析・2次分析は、①薬害HIV
感染被害者生存患者のライフとその再構築
に関わる要因、②薬害HIV感染患者の最近 7
年間における健康・生活面の変化とその要因、
③侵襲的人工呼吸器を装着した在宅 ALS(筋
側索硬化症)患者における苦痛・困難とそれへ
の対処並びにホープとの関連、④一般住民に
おけるホープとその関連要因、⑤関節リウマ
チを持つ日米男女におけるベネフィットフ
ァインディング、メンタルヘルスと社会関係、
セルフケアとの関連、⑥主観的健康管理能力
（PHCS）と社会経済的地位との関連性、⑦
口唇口蓋裂患者におけるライフの肯定に至
るプロセスとその要因、⑧新卒新入社員のメ
ンタルヘルスに就職前準備因子と社内サポ
ートネットワークが及ぼす影響、⑨ストレ
ス・危機対処能力 SOC とその関連要因の都
鄙間比較、⑩東大健康社会学版 SOC3項目尺
度の開発、について行った。 
 新たな調査は、①SOCと従来型心理社会的
健康資源間の関連並びにその都鄙間比較、②
子どもの SOC（CSOC）とその関連要因の日
中台間比較、③クリニクラウン(臨床道化師)
が入院がん患児の心理社会面に与える影響､
④難病をもつ人々を対象とした新しい就労
支援プログラムのプロセス･アウトカム評価、
⑤日本人における精神障害（者）へのスティ
グマと「まなざし」の構造､⑥乳がんマンモ
グラフィ検診への参加意図と選好、⑦看護師

が患者との対人関係において困難を感じる
事態とその対処方略､⑧民間航空機客室乗務
員の救命経験と教育及びサポートニーズ、⑨
海外勤務後の離・転職者のライフ及びジョブ
ストレスマネジメントと人生再構築、につい
て行った。 
第 2年度には、以下のような実証研究と理
論研究を行った。 
実証研究は、①薬害ＨＩＶ被害者生存患者
とその家族の困難と対処と人生再構築，②薬
害ＨＩＶ感染患者におけるＳＯＣがその後
のＱＯＬ等に及ぼす影響，③職業をもつ IBD
患者の困難と職業生活適応過程，④関節リウ
マチをもつ人々の困難および対処と人生再
構築ならびにその関連要因，⑤口唇口蓋裂患
者の社会関係の発達と家族との相互作用，⑥
慢性疾患セルフマネジメントプログラムが
患者の病気への積極的対処と人生再構築を
促進する過程，⑦精神障害者への日本社会の
態度とスティグマ，⑧中壮年期の男女労働者
におけるワークライフバランスの規定要因
と疲労・ストレスへの影響、⑨ＳＯＣと従来
型心理社会的対処資源との関係、⑩クリニク
ラウンが入院がん患児の心理社会面に与え
る影響､⑪難病をもつ人々における就業支援
とキャリア再構築のプロセス、⑫乳がんマン
モグラフィ検診への参加意図と選好、といっ
たテーマでそれぞれ調査・分析・論文化が進
められた。 
理論研究は、健康生成論とＳＯＣ研究のレ
ビュー、健康生成モデルと社会モデルに基づ
く新しいストレス研究の創成、「健康への力」
に関する理論開発、の各々をテーマにした研
究会が定期的にもたれる形で進められ、①健
康生成論とストレス対処能力概念ＳＯＣ、及
び②SOCの類似概念、③ストレス関連成長概
念などが深められた。 
最終年度は、論文として纏め発表していく
ことに力点が置かれた。 
病気・障害がもたらす苦痛や困難とともに、
それらへの積極的対処と人生再構築に光を
当てた研究では、①薬害ＨＩＶ被害者生存患
者とその家族の 20 年間、②職業をもつＩＢ
Ｄ患者の困難と職業生活適応過程、③関節リ
ウマチをもつ人々における困難と対処なら
びにその関連要因、④心身に障害を抱えるホ
ームレスの人たちのサポートネットワーク
と健康関連行動、⑤口唇口蓋裂患者における
<生>の肯定が得られていく過程をまとめた
研究は、英文誌に投稿された。 
ストレッサー対処に関するテーマでの研
究では、①精神障害者への日本社会の態度と
スティグマ､②｢障害者への社会のまなざし｣
を偏見･差別以外の角度からも明らかにした
研究、③④中壮年期の男女労働者と看護師の
それぞれを対象とするワーク･ファミリー･
コンフリクトの規定要因と疲労･ストレスへ



 

 

の影響に関する研究とも、両立支援文化や職
場風土の重要性を明らかにしてくれたが、い
ずれも英文または和文原著論文として掲載
もしくは投稿された。 
ストレス対処･健康保持能力概念ＳＯＣに
関しては、①慢性疾患セルフマネジメントプ
ログラムの受講患者数百人に対する 1年に及
ぶ追跡研究、②高校生の「生きる力」に繋が
る生活探しと題する縦断調査研究、③薬害Ｈ
ＩＶ感染生存患者におけるＳＯＣがその 7年
後のＱＯＬ等に及ぼす影響に関する追跡研
究、④全国一般住民サンプルを用いた生活ス
トレッサーの進行過程におけるＳＯＣの効
果に関する分析・検討などが行われ、その成
果は学会に発表された。 
以上を通して、本研究では、病気や障害、
ストレスフルな状況に由来する様々な苦痛
や困難に対処し、健康およびＱＯＬの維持・
回復とライフの再構築を図っていく過程、な
らびに、その成否を左右する対処能力や対処
資源、支援環境について実証的理論的な把握
解明が進められ、図られた。 
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